










　低出生体重児(以下,LBW と略す)は新生児期の死亡頻度が高いだけでなく,後

に精神発達遅滞,脳性麻痺,けいれん性疾患,視力障害,聴力障害などの中枢神経

系の障害を合併しやすいことは古くから指摘されてきたことである。しか

し,LBW を含む危急新生児の医療は近年,急速な進歩をとげ,とくに最近数年間

の集中強化医療の導入が LBW の死亡率の著しい低下をもたらしたことは,別の

報告「集中強化医療による低出生体重児の死亡率の改善に関する研究」におい

て述べたとおりである。


